
2026年度法学既修者入学試験 民事訴訟法 

 

民事訴訟法（配点 40点） 

 

【問題】 

以下の【設例】を読んで、【設問 1】及び【設問 2】に答えなさい。 

 

【設例】 

亡Ａは、Ｙに全財産を与えるとの自筆証書遺言を作成し、家庭裁判所の検認を得ていたが、

Ａの共同相続人であるＸらは、当該遺言書は認知症の症状がみられたＡを誘導してＹが書

かせたもので、無効であると考えた。 

そこで、Ｘらは、同じくＡの共同相続人であるＹに対して、Ａのした遺言の無効確認を求

める訴えを提起した。Ｙは、Ⅹの訴えは不適法であるとして却下を求めた。 

 

【設問 1】（配点 10点） 

 Ｙはどのような理由で不適法であると考えたのか、説明しなさい。 

 

【設問 2】（配点 30点） 

 裁判所はどのように判断すべきか、説明しなさい。 

 

以上 


